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・[西枇タクシ
ー ・渡辺過労死雄訴事件]

名高裁へ公正判決を求める要請書提出

2/2個 人署名 389名 ・団体署名 17

2/留半1決をひかえて、最後の要請書の

提出を2/2そ千ないまとノた。

この11は、1国人署名 369名分と 団 体

署名17団体分を支援団体の愛知健康セン

ター中原代表理事、佐々本理事、吉川理

事 (名水労重1委員長)と 家族の会世話人

代表5名 と遺族 ・渡辺亘子さん、弁護団

の水野弁護士が参加し、担当裁判長へ提

出しノました。

署名は、全国 。県下の各団体の御協力

で、第 1次 から4次 までの累計として

個人署名16.748名、団体署名228団 体に

達しました,

昨年11月から取り組みわずか3ケ 月で

こんなに沢山の署名を提出することがで

きたことは、多くの方々のご支援のおか

げですと、遺族の渡辺三子さん家族の会

の世話人の方々は感謝しておられます。

(事務局)

[西枇タクンー ・渡辺過労死控訴事件]

判決公判が3/2午後1時に延期
さらに要請署名に御協力を !

2/9pml:00に 予定されていた判決公判

が、裁判官の事情により3/2pml:00に

延期する旨 2/7午後水野弁護士に裁判所

から通知されてきました。

判決公判の傍聴支援をお願いしてきま

したが、2/9は 取り止めとします。

さらに、要請署名にご協力くださるよ

うお願いいたします。

2/8 第 5次  要 請書提出

団体署名9団 体、個人署名 115人

累計 ・団体署名 237団体・個人 18863人
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[名古屋市職労公務災害闘争委員会]

覇窮蔀季勝利をめざす決起集会
2/3pm6:30名 古屋市教育館で開催

「私たちの先頭に立って、健康で働き続
17jられる職場づくりをめざして頑張つて

いる9人 をみんなで励まし、この集会を

よりよい職場づくりをしていく、大きな

ステップにしていこう !」ということで

名古屋市職労公務災害闘争委員会が主催

して開催されました。

・  ==7人 の審査請求==    ・

・ 保育園に働く看護婦 1人 と保母6人 が ・

・10数年前、腰痛症や頚肩腕症候群と診断 ・

。され、 「公務 上」認定を求める請求を・

・しました。             ・
・ しかし、92年11月 「公務外」の認定が ・

・出され、93年 1月、7人 は 「公務外」を・

・不服として審査請求し、12月から回答 ・

・意見陳述がはじまっています。     ・

・  ==2人 の裁判繭争==    ・

・ 保育園で給食を作る業務±2人 (厚味 。

・当子さん 。玉置朋子さん)は 、1983年に 。

・公務災害認定を求めて認定請求をして ・

・きましが、基金支部 。本部審査会ともに 。

。「公務外」としました。       ・
。 これを不服として 「公務外処分」の 。

・取り消しを求めて、93年 2月15日名古屋 ・

・地方裁判所に提訴しました。      。
。 今 年 2月 には、5回 日の公判を迎え ・

。ました。             ・

|
主  催

[山内過労死裁判を支援する会]

郵産労愛知県協議会

郵政連絡会

名古屋市職労中区役所支部

愛知県労働組合総連合

名古屋過労死弁護田

名古屋過労死家族の会

愛知健康センター

山内過労死裁判を勝利させる集い

岡 時 : 2月 23田 (水)

午後 6時 30分 ～8時 30分

場 所  : 名 古屋市女性会館

第 1研修室

[内 容 ]

1.裁 判報告

2.活 動報告

団体 ・個人署名の取り組み

3.家 族の挨拶

4.今 後の活動方針

※ 「公正判決を求める署名」は、金労

連 ・愛労連、過労死弁護団など全国

的 ・全県的なとりくみのなかで大き

な支援 ・協力を得てきました。

(現在の集約数)

団体署名――-  623F団 体

個人署名――-14_548_人
(2/3名 古屋市職労公務災音闘争委員会)



[愛労運 ・愛知健康センタ
ー]

「夜勤規制シンポジウム」を開催
2/6 pml:30、 15団体 59名 参加

夜勤労働は、人間の生体リズムを狂わ

せ健康に大きな影響を与えることは医学

的にも証明されています。

いま夜勤労働が見直されようとしてい

ますが、労働者の健康保持の視点での改

善でなければなりません。

国際的には、第77回 ILO総 会 (1990

年6/6～ 27、ジ蘇ヴで開催)で 「夜業に関

する」条約と勧告が採択されています。

今回この視点に立って 「夜勤規制シン

ポジウム」が開催されました。

最初に、 「夜勤の弊害と夜勤規制の

国際的基準」と題して山田信也 (名古屋

大学医学部教授)先 生から講演がされま

した。

夜勤労働は人間には適しない (人間は

夜寝る動物)と いう点を生理的、生活時

間構造 (睡BR・家庭生活)、 社会生活と

の関係など各視点から分析解明され、

現実の夜勤の問題点と、産業衛生学会の

「是正勧告」についても話されました。

そして夜勤の条件を改善する方向とし

て労基法、労安法の不備を改善すること

と、日本政府 (労働省)に ILO夜 勤条

約の批准を実現させること、そのための

受け入れ促進の具体的交渉など必要と提

起されました。

このあと、現場からの報告として、

① 「三菱自動車工業の勤務形態と健康」

安井軍司氏が報告、

② 「郵便局における新夜勤制度」

郵産労 ・二村健二氏が報告、

/

/③ 「医療機関における夜勤労働

の実態と夜勤規制のとりくみ」

県医労連 。加藤瑠美子氏力澤受告

以上の3名 から現場の実態報告がされ

ました。

討論では、全勤労の植村氏から 「」R

における運転乗務員の生活 ・労働実態調

査アンケート」の報告がされました。

また、 「NTTの 夜勤職場の実態」も

報告されました。

最後に山田先生から 「夜勤規制の運動

は、法改正のたたかいとともに IL0

「夜業に関する条約」 「勧告」を日本

政府に批准させることを求めることであ

る。

また、日本は 「24時間社会」の流れが

風潮となっているが 「社会機能の改革」

に目を向けなければならない。」

以上、 「i夜勤規制」の運動の方向づけ

を深めました。

(2/6、 名古屋市北社会教育センタ
ー)



[名古屋過労死を考える家族の会]

裁 判 日 程

傍聴で支援をお願いします

名古屋地裁 HF(1101号 法廷)

※ 日 程が変更される場合もあります

のでお確かめの上、お出かけください。

3/2.(水 )pml:00～ 渡辺 (亘)さ ん

3/7(月 )pml:30～  渡 辺 (光)さ ん

pm3:00～    (証 人)

3/9(水 )抽10:00～ 鈴 木 (美)さ ん

3/16(水 )amlo:00～ 北 □ さ ん

3/25(金 )amlo:30～ 永 須 さ ん

12:00～  (証 人)

4/22(金 )pml:30～  渡 辺 (光)さ ん

pm3:00～  (証 人)

4/25(月 )pml:10～  植 松 さ ん

5/12(本 )amlo:30～ 森 下 さ ん

12:00～  (証 人)

(岐阜地裁)

5/13(金 )pml:30～  新 井 さ ん

pm3:00  (証 人)

山閣信也先生の

新しい出発をはげます集い

出田信也先生には、本年3月 31回 を

もって名古屋大学医学部教授を定年退官

されることになりました。

今後は民間人としてひきつづきいのち

と健康を守る運動の先頭に立たれます。

また、愛知健康センタ
ーの代表理事

としての活動もされます。

結成以来のご指導に対する御礼と1司時

に新しい出発をみんなで激励するため

つぎのように集いを開催いたします。

日時 3月 29日

午後8:30～

場所   名 ェlf屋市女性会館

第 3研 修室

※ 「集い」終了後、会費31000円 で

懇親会を 「鳥鈴どで行ないます。

参加希望者は、健康センター1事務局へ

御連絡ください。

******率 ***辛 ****本 **

ネ 【  定 年退官記念最終講義 】  辛

*限 時  3月 11回 (金)    *

*    午 後 3時 ～       *

米場所 名 古屋大学医学部第 4教室 率

*☆ 聴議希望者は事務局へ御連絡下さ*

*  い 。               *

* * * * *ネ * * * * * * *率 * * * *
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労働経済社 発 行
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剛靴業1商とたたかう力』
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編 :北海道労災職業病対策連絡協議会

定価 2.500円


